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はじめに 

 農業環境三法の施行により特に家畜排泄

物による水質汚染防止と年間 9,500 万トン

も排せつされる家畜ふん尿の適切な処理法

の確立が急務となっている。我々は、これ

まで牧草畑に表面散布された搾乳牛のふん

尿に由来する硝酸態窒素（NO3）による地

表水と地下水の汚染状況および土壌中にお

ける NO3 動態について報告してきた。本報

では、3 年間における地下水水質の変動を

報告し、持続可能な畑地への家畜ふん尿還

元の可能性を示す。 

調査方法 

 調査は、岩手県盛岡市近郊の傾斜地（斜

度約 5.5 度）でふん尿還元を行っている約

2ha のリードカナリーグラス畑において行

った。この畑は、約 20～30cm 厚のクロボ

ク表土が火山灰心土を覆っている。2002 年

には搾乳牛の尿（ 40～60ｔ/回）を春先の雪

解け後に 1 回と牧草刈り取り後に 4 回散布

し、完熟たい肥（60～80ｔ/回）を積雪前に

1 回散布した。 

試験地南東端の低位部に水路、三角堰を

設けて地表流去水を集め、堰の越流水深を

自動計測して地表流出量を決定した。調査

地内に素掘り井戸 (直径約 70mm 、深さ

1.6-5.1m)を設け、地下水水質の変動を測定

した。週に 1～2 回地表面から深さ 60cm ま

で土壌コアを採取した。遠心機を使って採

取した土壌から土壌水を抽出して、土壌水

の化学分析を行なった。さらに、TDR 法に

よって土壌水分量と電気伝導度の変化を

15 分間隔で測定した。 

結果と考察 

図－1 には、過去 3 年間の調査地おける

水収支を示す。どの年も降水量の 50～60％

が地下浸透している。したがって、地表散

布した肥料分（特に NO3）などが容易に地
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Fig. 1. Annual water budget in the field. 
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Fig. 2. The profile of yearly-average NO3 load 

measured with TDR and soil cores. 
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Fig. 4. Long-term changes in groundwater level, NO3 and Cl concentration with time. 

下水面まで輸送

れれることが懸

念される。 

しかし、地表

面に散布したふ

ん尿から発生し

た NO3 のほとん

どは、根群域内

で消費されてい

ることが TDR

法による経時的

な測定から明ら

かにした 1 )。ま

た、図－2 には

土壌コアから抽

出した土壌水の

化学分析からも

ほとんどの NO3

は根群域内において消費（脱窒、吸収等）

されていることが示される。尿散布後には

牧草中の NO3 含量が上昇し、成長に伴って

減少する様子が図－3 に示される。即ち、

根群域内の NO3 は牧草に吸収されること

によって消費されていることが示唆され

る。 

図－4 には過去 3 年間における地下水中

の NO3 と Cl 濃度の変動が示される。地下

水位の変動からわかるように調査地にお

いて地下水涵養が行なわれていると思わ

れる。地下水中における NO3

濃度の上昇傾向は Cl に比較

すると半分以下と緩やかで

あることがわかる。これは、

土壌中の NO3 が牧草による

吸収と脱窒によって消費さ

れるので、地下水面まで到達

する量が Cl よりも少ないた

めだと考えられる。 

おわりに 

 調査地における地下水中の

NO3 と Cl 濃度はわずかではあるが時間と

共に上昇傾向にあるので、ふん尿還元によ

る長期的な地下水水質への影響をさらに調

査する必要がある。 
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Fig. 3. Changes in LAI and NO3 content in Reed Canarygrass during the 


